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イ
ン
ド
共
和
国
、
こ
こ
に
記
載
す
る
ま
で
も
な
く
、

世
界
第
二
位
の
人
口
大
国
で
あ
り
、
数
年
後
に
は
、
中

国
を
抜
き
世
界
最
大
の
人
口
を
誇
る
国
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
基
幹
産
業
は
農
業

を
は
じ
め
と
し
た
第
一
次
産
業
が
中
心
で
、
一
人
当
た

り
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
一
、四
九
二
㌦
と
未
だ
開

発
途
上
国
の
域
を
抜
け
出
せ
な
い
感
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
多
く
の
人
口
に
裏
打
ち
さ
れ
た
内
需
拡
大
、
ア

フ
リ
カ
等
他
国
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

イ
ン
ド
に
設
置
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、
今
後
、

大
き
な
成
長
を
期
待
で
き
る
国
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
公
共
交
通
機
関
の
整
備
が
遅

れ
て
い
る
イ
ン
ド
で
、
二
輪
車
・
四
輪
車
の
需
要
が
今

後
見
込
ま
れ
る
た
め
、
南
部
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
チ
ェ
ン

ナ
イ
郊
外
の
バ
ラ
ム
・
バ
ダ
ガ
ル
工
業
団
地
内
に
約
七 

二
・
三
万
平
方
㍍
の
敷
地
を
確
保
し
、
二
輪
車
製
造
工

場
を
建
設
す
る
も
の
で
、
並
行
し
て
部
品
工
場
の
建
設

も
し
て
い
き
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
生
産
能

力
は
、
一
八
〇
万
台
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
な

イ
ン
ド
の
二
輪
車
市
場
は
、
五
年
後
に
約
二
、〇
〇
〇 

万
台
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
た
工
場
建
設

が
急
務
で
あ
り
、
今
後
の
人
口
増
加
傾
向
を
鑑
み
ま
す

と
、
ど
こ
ま
で
需
要
台
数
が
増
え
て
い
く
の
か
、
末
恐

ろ
し
い
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

に
必
要
な
照
度
を
自
然
採
光
で
確
保
し
ま
す
。

　

工
期
は
造
成
工
事
を
含
め
十
二
カ
月
と
い
う
短
工
期

で
九
現
場
が
同
時
に
稼
働
す
る
こ
と
か
ら
、
労
務
の
確

保
や
資
材
の
調
達
が
重
要
な
要
素
を
占
め
ま
す
。
そ
こ

で
新
工
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
労
務
削
減
を
図
る

こ
と
に
よ
り
工
期
短
縮
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
乾
式
工
法
の
採
用
で
す
。
イ
ン
ド
で
主
流

と
な
る
レ
ン
ガ
壁
を
工
場
製
作
の
Ｐ
Ｃ
版
と
す
る
こ
と

で
現
場
で
の
作
業
を
極
力
減
ら
し
、
作
業
の
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
雨
季
に
よ
る
作
業
不
能
日
を
な
く
し

短
工
期
で
の
施
工
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
従
来
の
Ｒ
Ｃ
壁
施
工
時
の
型
枠
組
立
を

シ
ス
テ
ム
化
し
、
労
務
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
労
務

不
足
を
補
い
、
か
つ
安
定
し
た
品
質
が
確
保
出
来
る
計

画
で
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
未
だ
に
在
来
工
法
で
の
施
工
が
一
般
的

で
す
。
今
回
採
用
す
る
新
工
法
で
の
施
工
が
工
期
短
縮

及
び
品
質
確
保
に
繋
が
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
イ
ン
ド
の
協
力
業
者
と
の
打
合
せ
を
数
多
く
実

施
す
る
と
と
も
に
、
本
社
技
術
部
門
と
の
連
携
を
取
り
、

イ
ン
ド
で
の
工
場
建
設
合
理
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
チ
ェ
ン
ナ
イ
市
は
南
イ
ン
ド
の
玄

関
口
と
称
さ
れ
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
面
し
た
海
岸
平
野
に

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

本
工
事
は
延
床
面
積
一
〇
万
一
七
三
平
方
㍍
の
工
場

建
屋
四
棟
と
そ
の
他
付
属
建
屋
九
、六
〇
五
平
方
㍍
及

び
、
隣
接
敷
地
二
七
万
五
、六
〇
三
平
方
㍍
の
敷
地
内

に
ベ
ン
ダ
ー
企
業
八
社
の
部
品
工
場
を
同
時
に
施
工
す

る
大
規
模
な
も
の
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
人
と
地
球
に
配
慮
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
循
環
型
工
場
」
と
い
う
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
雨
水
、
排
水
の
再
利
用
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
積
極
的
に
活
用
す
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、ZERO

 LIQ
U
ID
 D
ISCH

A
RGE

と
言
わ
れ
製
造
過
程
か
ら
出
る
排
水
を
す
べ
て
敷
地
内

で
処
理
出
来
る
排
水
処
理
施
設
を
装
備
し
、
作
業
環
境

工
事
概
要

あ
り
、
空
路
・
航
路
で
周
辺
国
へ
の
貿
易
ア
ク
セ
ス
が

確
立
さ
れ
た
イ
ン
ド
四
大
都
市
の
ひ
と
つ
で
、
人
口
は

約
八
〇
〇
万
人
、
イ
ン
ド
国
内
で
も
注
目
著
し
く
、
進

出
日
系
企
業
数
は
倍
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に

は
、
イ
ン
ド
古
代
文
化
で
あ
る
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
文
化
が
受

け
継
が
れ
、
一
六
三
九
年
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
セ

ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
要
塞
を
建
設
、
当
時
は
マ
ド
ラ
ス
市

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
旧
市
街
地
や
教
会

な
ど
、
当
時
を
偲
ぶ
建
造
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
独
特
な
ス
タ
イ
ル
で
建
て
ら

れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
が
多
数
存
在
し
、
古
代
と
近
代

が
混
在
し
た
街
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
現

代
建
築
の
高
層
ビ
ル
群
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
出

現
し
、
個
性
豊
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
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